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1. 背景・目的 
低温大気圧プラズマジェット（APPJ）は大気

中でラジカルを生成でき，医療分野や材料分野	

など，様々な分野において応用研究が進められ

ている．医療分野では，APPJを照射した培地中
で培養したがん細胞株に細胞死が誘起される

ことを確認した[1]が，その作用機序解明には至

っていない．APPJが生成する活性酸素（ROS）
や活性窒素（RNS）などにより，蒸留水中に過
酸化酸素や硝酸イオン，亜硝酸イオンが生成さ

れることが知られており[2]，また培養液への照

射ではこれらに加え，液中成分に由来する物質

が生成されることから，アポトーシスの誘起に

寄与する成分を調べる研究が行われている． 
本研究ではプラズマ照射によりその有効成

分が生成される機序を理解するため，培養液ま

たは水へのAPPJの照射によるがん細胞株への
影響を評価した． 

 
2. 実験結果 
プラズマ照射法は，石英などの誘電体管内に

希ガスなどを放電ガスとして流し，この管の外

周に同軸状に設置された２つの電極間に低周

波高電圧（~10 kHz, ~10 kV）を印加することで
APPJを生成する手法[3]を採用した．この時の照

射条件を表１に示す． 
プラズマ照射／非照射培養液，プラズマ照射

／非照射水を用意し，（１）プラズマ照射培養

液と非照射培養液を１：１で混合，（２）プラ

ズマ照射２倍濃縮培養液と非照射水と１：１で

混合，（３）プラズマ照射水と非照射２倍濃縮

培養液とを１：１で混合，の３条件の照射培地

を作製した．プラズマ照射培地投与前日に5000
個/wellの密度で96well plateに播種したがん細
胞株（SK-N-AS）を各培地中で２４時間培養後，
その生存率をWST-8アッセイにて評価した結
果を図１に示す．横軸は各培地番号である．  
その結果（１）～（３）で殺細胞効果に有意

な差はなく，APPJが水もしくは空気と反応して
有効成分を生じている可能性が示唆された． 
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表１	 照射条件 
放電ガス ヘリウム 

ガス流量 [L/min] 5 
印加電圧 [kV] 6 
照射時間 [min] 5 
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図１	 照射培地におけるがん細胞生存率． 


